
ニュー・ラナーク(18 世紀末産業革命時の紡績工場と労
働者住宅群から成る産業集落)の学校跡を訪れた際、18
世紀末に英国で製作された地球儀を見つけ、網野の言葉
を思い出しました。

網野善彦の歴史観も時代とともにさまざまな変更修正
が加えられていくことでしょう。網野は、今後の「日本
論」に最も必要なのは、「逆にこの複雑な列島の自然と
の関わりで形成される諸地域社会のさまざまな生業と個
性的な生活の歴史を、正確にとらえることにある」と述
べています。さらに彼は、森巣博の言葉「日本国籍所有
者という意味以外では、日本人なんてものは、ない」を
引用しています。「日本人」は単一民族ではないのです。
長きに渡る諸外国との交流を経て、「ルーチュー ミンズ
ク（琉球民族）」や「アイヌ民族」など諸民族を含めて
「日本人」と呼ばれる集団が形成されたのです。
「日本史」は、「日本」だけでなく、諸外国とくに周

辺諸国との関係において今後も何度でも書き換えられて
いくものです。最大675,000㎢という領土を誇った「大
日本帝国」時代の「歴史」は問題点や不明な点が多過ぎ
て、特に中国、朝鮮半島との関係において今後も大幅に
内容が変わる可能性が高いので、高校や大学の入試問題
ではあまり出題されません。ところが中国、韓国、北朝
鮮では、学校で学ぶ「歴史」の時間の多くを「大日本帝
国」時代に費やしております。このままでは東アジアで
「歴史」を共有することは不可能です。
欧米では「歴史」は暗記科目ではなく、授業では学生

たちの自発的な討論・発表が重視されています。いつの
日か日本、中国、韓国、北朝鮮、ロシアの合同開催で各
国歴史学者たちやみなさんを含む学生有志が一同に介し
て「歴史」を自由に討論する機会が定期的に実現できれ
ばと夢見ております。

「歴史」とは人間に関係する過去の出来事の探求と
その叙述、物語です。みなさんが今まで学校で習って
きた「歴史」は、実は時代に合わせて（時の権力者に
都合のよいように）何度も書き換えられてきたもので
す。作者が違えば混沌とした夥しい事実のなかから取
捨選択する資料もその分析も異なり、当然叙述内容も
違ってきます。講談社『日本の歴史』全26巻の00巻
は中世日本史を専門とする網野善彦(1928-2004)に
よって晩年執筆されたものです。網野の歴史観や本書
に書かれた多くの事柄にも様々な異論がありますので、
本書は「日本」とは何か、「日本人」とは誰かを考え
る問題提起として読んでもらえればと思います。
「日本」とは何でしょうか？じつは「日本」や「日

本人」の定義は時代とともにブレっぱなしです。（同
じようにブレっぱなしの国々や民族は世界中に数多く
存在します。）網野によれば、「日本」という国号は
689年に施行された飛鳥浄御原令により地球上に出現
しました。702年に中国大陸に渡った大和朝廷の使者
は周の則天武后に、それまでの「倭国」に変えてはじ
めて「日本国」の使者だといい、国名変更を明言した
と網野は述べます。それ以前には、「日本」という国
家は存在せず、大和朝廷の勢力範囲に北東北以北や南
九州はまだ含まれておりませんでした。現在の「日
本」や「日本人」像は明治以降に欧米列強に対抗する
ために国家として一致団結する必要があって形成され
たものです。
「日本」は島国で海によって外国と隔てられている

といいます。北は宗谷/ラ・ペルーズ海峡、南は対馬/
朝鮮海峡まで「孤立した島国日本」の国土は広がって
います。海は必ずしも国境ではありません。2万年前
には「日本海」は黄河の水が流入した淡水湖で、「日
本」は大陸と陸続きでした。その頃は宗谷/ラ・ペ
ルーズ海峡も対馬/朝鮮海峡もなかったのです。やが
て氷河期が終わると気温が上昇して縄文海進が始まり、
次第に現在の地形が形成されていきました。安倍氏、
清原氏、奥州藤原氏が主に十三湊を拠点として北宋
（中国）などと交易していたことは有名ですが、それ
よりはるか以前から北東北以北にも大陸との貿易ルー
トがあったようです。 （対馬/朝鮮海峡の平均水深
130mに対し、宗谷/ラ・ペルーズ海峡の平均水深は
50m、間宮/タタール海峡に至っては平均水深10mで、
寒期を除けば人の往来ははるかに容易です。ちなみに
「日本海」の平均水深は1667mです。）網野は「孤立
した島国日本」は虚像であることを強調します。「日
本海」という呼称は僭称であり、この内海周辺諸国す
べての合意の下に適切な呼称を決めるべきだと網野は
述べております。私はスコットランドの世界遺産
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